
ム
ハ
占
八

h

昭

和

三

年

六

月

日

九
州
天
草
島
附
廷
の
地
震
の
調
査

(
地
震
旦
ネ
Y
ギ
I
殺
散
の
様
式
に
就
て
)

石

)JJ 

r=t 
I司

見

此
調
査
の
結
某
と
し
℃
、
地
震
計
記
象
、
震
域
等
よ
A

り
考
察
す
る
民
、
地
震
ヱ
ネ

Y
ギ
I
後
散
の
機
巧
、
径
路
に

二
種
類
の
様
式
あ
る
と
と
を
謂
へ

b
。

即
ち
張
主
地
震
KAV田
'
り
て
は
「
地
震
の
始
ま
ら
の
結
」
(
初
震
原
)
に
於
℃
瞬
時
的
に
其
地
震
金
ヱ
ネ

Y
ギ
ー
の
後

散
を
了
す
る
も
の
の
外
、
多
く
の
大
地
震
は
、
初
援
に
引
き
績
き
て
、
初
震
源
又
は
之
れ
に
蓮
績
或
は
近
接
せ
る

地
域
に
於
て
或
る
小
時
間
内
に
も
逐
次
的
又
は
漸
進
的
に
地
震
勢
力
を
唆
散
す
る
様
式
の
地
震
寧
ろ
多
し
。

L
L
の

議
論
に
，
傾
け

h
。

一
、
緒
一
言

昭
和
三
年
六
月
三
日
十
七
時
三
十
一
日
分
九
州
の
大
部
に
亙

0
て
人
身
戚
莞
を
せ
し
地
震
の
後
現
が
あ
っ
た
、

地
震
勢
力
と
し
て
は
必
し
も
強
烈
で
は
な
い
、
強
き
所
も
震
度
階
級
に
て
五
(
強
震
)
に
過
ぎ
な
い
が
、
此
の
地
震
前

の
暫
く
の
期
間
に
亙
'
り
て
、
と
の
地
方
に
て
は
殆
ん
ど
注
意
す
る
程
.
の
地
震
後
せ
ず
、
極
め
て
卒
静
で
あ
.
っ
た
、
そ
れ
故

乙
の
地
震
が
相
静
岡
に
注
目
せ
ら
れ
た
。

且
つ
東
京
観
測
に
依
れ
ば
、
共
地
震
記
象
型
が
特
種
の
位
相
を
記
録
せ
し
を
以
℃
?
支
に
皐
者
の
注
意
を
捉
し

E

他
の



方
面
か
ら
も
各
測
候
所
に
て
観
測
せ
る
記
象
察
し
借
覧
方
の
要
求
が
あ
っ
た
の
で
、
筆
者
が
其
等
記
象
等
の
蒐
集
乞
な
す

可
〈
本
塁
長
関
下
及
び
図
富
技
師
よ
h
ノ
下
命
あ
P
9
、
更
に
調
査
す
べ
き
事
を
も
命
ぜ
ら
れ
た
。

ぞ
れ
故
調
査
の
結
果
気
付
注
し
と
と
を
設
に
羅
列
的
に
記
載
し
て
、

一
つ
は
復
命

K
替
へ
、

一
つ
は
同
業
先
輩
各
位
の

御
数
一
不
を
希
ム
次
第
で
あ
る
。

元
来
九
州
地
方
は
縦
斜
化
走
貫
し
て
ゐ
る
火
山
群
が
あ
'
り
、
其
れ
等
り
あ
る
も
の
は
平
時
に
活
動
勢
力
を
有
す
る
と
と

本
邦
の
他
の
地
域
に
比
し
大
で
あ
る
ζ

と
.
即
ち
火
山
構
這
地
域
で
あ
る
と
と
を
ば
、
本
地
震
後
生
理
由
の
封
象
と
し
て

は
有
鵡
す
る
事
柄
で
あ
ら
う
。

然
し
地
震
後
生
の
本
原
が
、
何
ん
で
あ
る
か
ま
だ
確
の
立
詮
な

3
現
今
に
於
℃
は
、
単
に
抽
象
的
に
、
此
地
方
の
地
震

調
査

K
蛍
・
り
て
、
是
等
火
山
系
を
参
照
す
可
し
と
の
み
、
記
し
得
る
の
み
で
あ
ら
う
。

=
、
震
央
の
決
定

現
A
T
K
於
て
.
震
源
又
は
震
央
を
決
定
な
し
得
る
要
素
は
我
同
業
各
測
候
所
に
於
て
熱
心
に
観
測
せ
ら
れ
し
多
く
の
記

象
に
よ
る
の
外
、
方
法
決
し
て
な
い
。
今
気
象
要
覧
よ

h
是
等
貴
重
な
る
観
測
値
乞
左
表

K
掲
円
、
。

第
一
表
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3
て
本
地
震
に
於
て
、
弦
に
震
央
と
云
ム
は
.
地
下
の
地
震
初
後
位
置
の
地
表
に
於
け
る
直
上
の
位
置
を
稀
す
る
。
随
つ

て
地
震
会
勢
力
の
中
心
、
或
は
特
使
位
陣
阻
積
の
中
心
、
其
会
質
量
の
重
心
の
地
表
直
上
位
置
等
の
如

3
意
味
に
て
は
な
い
事

論
及
す
る
ま
で
も
な
い
、
即
ち
「
地
震
の
始
ま
'
り
の
勤
」

で
あ
る
。

の
地
表
直
上
の
位
置
で
も
寧
ろ
「
初
震
央
」
1
ζ

稀
ふ
べ
き
場
廃

二
ハ
九
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然
し
て
地
震
ヱ
ネ
Y
ギ

I
後
散
の
機
巧
、
径
路
は
後
に
記
す
る
こ
と
と
し
て
・
・
・
・
・
・
抜

K
は
兎
も
角
も
、
「
地
震
の
始
ま

。
の
結
」
の
地
表
直
上
の
位
置
(
即
ち
初
震
央
)
が
直
に
震
度
強
き
震
域
叉
は
そ
れ
の
中
央
貼
と
は
一
致
せ
、
ぎ
る
関
係
の

も
の
の
あ
る
こ
と
は
、
費
験
的
事
費
で
あ

b
、
更
に
震
域
の
形
成
が
著
し
く
歪
形
を
主
す
る
現
象
の
存
在
も
、
叉
過
去
の

質
例
の
多
く
に
よ
h

り
て
肯
定

3
る
L
と
と
ろ
で
あ
る
。

震
央
並

K
震
源
を
正
確
化
定
め
得
ら
る
L
な
ら
ば
、
地
震
皐
で
な

3
る
-L
調
査
研
究
上
に
好
結
果
を
得
ら
る
k
誇
で
あ

る
。
そ
こ
で
是
等
を
決
定
す
る
手
段
と
し
て
、
尤
も
理
想
的
な
る
も
の
は
、
多
く
の
観
測
所
に
於
け
る
正
確
且
つ
精
密
な

る
後
震
時
を
以
て
な
す
と
と
で
あ
る
。
然
し
そ
れ
は
、
器
械
と
観
測
上
司
ど
の
良
さ
努
力
を
要
す
る
。
現
今
に
て
は
普
通
は

初
期
微
動
機
績
時
間

(
P
1
8
波
の
速
度
差
)
を
以
℃
な

3
れ
て
ゐ
る
。
と
の
方
法
は
震
央
又
は
震
源
距
離
と
、
ぞ
れ
と

(
大
森
公
式
実
他
の
式
)
、
又
は
等
初
期
微
動

線
方
法
(
時
報
二
容
一
九
八
頁
)
二
つ
は
観
測
所
間
の
距
離
を
初
期
微
動
に
よ
る
比
例
軌
跡
化
分
割
せ
し
方
法
(
中
央
気

が
比
例
を
な
す
と
の
限
定
を
基
本
と
し
て
、

一
つ
は
官
験
的
に
常
数
ル
定
め

象
主
管
一
欧
文
葉
報
一
巻
四
披
)
、
等
で
あ
る
。

何
れ
に
せ
よ
、
是
等
の
方
法
は
あ
る
仮
設
よ
h
震
央
(
叉
は
震
源
)
を
求
h
u
e
へ
主
も
の
で
あ
る
。
高
一
ム
と
P
S
と
が

比
例
を
な
す
と
の
仮
設
が
八
例
へ
ば
P
波
と
S
波
通
路
が
地
屠
に
よ
h
J
て
異
る
様
衣
場
合
の
)
少
し
に
で
も
正
確
な
ら
ゴ

れ
ば
、
‘
理
論
上
は
精
密
に
求
め
ら
れ
な
い
と
と
L
な
る
(
観
測
よ
h
生
ず
る
誤
差
は
別
と
し
て
)
。

此
同
の
地
震
記
象
を
見
る
と
ら
・
d

は
、
初
期
微
動
時
間
が
可
成
。
に
一
一
讃
み
取
。
難
く
、
恐
く
は
、
議
取
る
技
術
者
、
摩
者

七
三..



民
よ
，
oaf-1

夫
れ
/
¥
個
性
的
誤
差
は
免
れ
な
い
程
の
、
困
難
な
も
の
で
あ
っ
て
、
共
何
れ
が
異
で
何
れ
を
達
。
と
な
す
‘

七

べ
き
か
、
容
易
に
見
掛
上
で
は
黒
白
を
知
る
べ
く
も
な
い
。

は
少
し
く
考
察
を
要
す
で
あ
ら
う
口

そ
れ
故
に
此
震
央
を
求
め
る
手
段
と
し
て
、
諸
観
測
所
記
象
の
初
動
を
以
て
な
し
た
。
然
し
此
の
初
動
方
向
に
就
き
℃

‘
震
央
よ
ム
ワ
遠
距
離
に
於
け
る
初
動
方
向
付
、
震
波
の
通
過
す
る
途
中
の
媒
鵠
で
あ
る
各
地
殻
の
影
響
に
よ
っ
て
偏
る
ベ

き
は
勿
論
で
あ
る
。
本
邦
の
様
な
複
雑
な
る
地
殻
に
於
て
は
、
更
に
然
る
べ
き
で
、
殊
に
地
殻
の
表
衣
が
念
に
軟
い
土
地

叉
は
、
、
A

守
山
に
旦
(
る
股
態
の
土
地
の
上
に
在
る
観
測
所
に
於
℃
口
同

一
一
暦
此
の
影
響
は
著
し
い
。

然
し
震
源
に
近
い
観
測
所
の
初
動
に
於
て
は
ー
と
の
偏
'
り
は
、
あ
の
と
し
て
も
僅
少
で
あ
る
故
無
親
し
て
支
障
な
い
。

此
れ
よ
よ
り
起
る
偏

0
よ
ι
り
も
却
て
、
容
貝
際
の
観
測
上
で
は
、
地
震
計
が
持
つ
夫
れ
/
¥
の
異
る
性
能
に
よ
っ
℃
生
ず
る
誤

差
の
方
が
大
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
c

ぞ
れ
故
、
}
近
距
離
の
数
個
所
の
初
動
が
明
瞭
に
現
れ
た
と

-3
は
、
其
初
動
方
向
延
長

線
の
交
姑
の
平
均
を
以
℃
、
其
初
震
央
と
な
し
得
べ

3
で
あ
る
。

初
動
方
向

此
同
の
地
震
に
於
℃
ι

夫
れ
等
近
距
離
観
測
所
に
於
け
る
初
動
方
向
を
讃
取
る
民
、
次
の
遁
'
の
で
あ
っ
た
。

初
動
方
向

千

n
M
hリ
レ
ワ

τ』

j
ヨ
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観
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w

是
等
の
初
動
は
極
め
て
明
瞭
で
あ
る
こ
と
、
記
象
国
附
国
(
第
二
国
)
に
て
一
不
す
も
の
で
あ
る
。

と
の
初
動
方
向
を
地
同
上
に
記
入
し
℃
、
其
延
長
線
の
交
貼
の
位
置
を
求
h
u

る
に
‘
第
一
閏
の
殺
に
、
そ
れ
等
は
熊
本

牒
天
草
島
中
部
地
方
に
で
平
均
の
交
貼
が
あ
る
と
と
L
な
る
。

以
上
に
よ
ム
り
て
、
此
地
震
の
「
初
'
り
の
貼
」
即
ち
初
震
央
が
此
附
近
に
あ
ι
り
し
と
見
倣
し
得
る
。

単
に
此
一
事
費
を
以
℃
初
震
央
を
と

L
K
決
定
す
る
と
と
、
早
計
の
恐
あ
れ
ば
、
克
に
チ
ヱ
ヅ
ク
を
要
す
る
。

前
に
述
べ
し
様
に
、
此
同
の
地
震
は
初
期
微
動
の
剣
定
困
難
な
れ
ど
も
.
第
一
表
の
測
候
所
先
輩
の
護
取
λ

り
と
筆
者
と

の
一
積
み
取
'
り
と
を
封
照
し
て
A
、

P
8
ダ
イ
ヤ
グ
ラ
ム
及
び
走
時
曲
線
を
作
製
し
て
み
た
。
此
の
結
果
に
依
る
に
、
第
三

固
に
て
一
不
す
様
に
、
先
主
に
初
動
方
向
の
交
貼
卒
均
で
あ
る
天
草
島
中
央
附
近
を
原
動
に
と
'
り
た
る
是
等
の
曲
線
が
大
陸

調
和
を
な
し
℃
ゐ
る
。

闘
に
見
る
裁
に
、
震
央
に
返
さ
値
が
、
曲
線
外
に
多
少
の
バ
ラ
ツ
キ
b
w
一
持
て
ど
も
、
共
等
卒
均
を
取
れ
ば
不
合
理
で
な

き
を
得
る
、
一
般
の
小
規
模
の
費
験
に
あ
ι
り
℃
も
、
多
少
の
誤
差
は
免
れ
ね
、
況
ん
や
地
震
の
如
き
大
き
な
賓
験
の
結
果

は
此
様
な
誤
差
は
現
今
命
免
れ
ぬ
で
あ
ら
う
。
殊
に
本
地
震
の
運
動
様
式
が
後
記
の
如
主
に
於
て
を
や
で
あ
る
。
も
し
横

軸
に
比
じ
、
縦
軸
を
小
に
取
る
(
即
ち
大
陸
の
値
を
取
れ
ば
)
攻
ら
ば
、
是
等
の
黙
は
良
く
曲
線
の
内
に
接
還
す
る
。

此
の
-7

久
ト
に
依
'
り
て
も
、
先
主
に
初
動
方
向
に
て
定
め
し
初
震
央
位
置
が
不
A
口
理
で
な
い
。
も
し
此
位
置
に
誤
差
あ

1

り
と
し
て
も
、
そ
れ
は
十
粁
以
内
の
差
で
あ
る
か
ら
第
一
国
の
天
草
島
中
部
地
方
を
初
震
央
と
し
て
、
取
扱
ひ
て
な
し
た

三
七
三



三
七
四

る
。
後
記
の
調
査
が
、
大
過
な
い
で
あ
ら
う
。

(
前
掲
の
初
動
方
向
に
於
て
長
崎
測
候
所
の
方
向
が
濁
り
著
し
く
西
方
に
偏
を
お
ろ
‘
も
し
地
震
計
の
調
整
等
め
結
果
に
依
ら
ず
と
ぜ
ぱ
‘
此
附
注
は
て
は

震
波
の
屈
折
現
象
の
穿
在
め
る
存
想
像
ぜ
し
む
べ
く
‘
他
の
地
震
に
際
し
て
も
常
に
斯
る
現
象
め
ら
ば
、
注
意
す
べ
き
こ
と
L
思
は
れ
記
し
て
蛇
足
す
る
)

=
一
、
初
震
源
の
深
さ

一
般
に
震
原
の
深
3
を
確
賓
に
求
む
る
事
は
、
精
密
な
る
殺
震
時
を
要
し
特
に
震
央
の
極
め
て
附
還
の
精
密
な
る
後
震

時
に
依
る
事
尤
も
理
想
的
で
あ
る
の
共
他
の
方
法
は
限
定
を
基
と
し
て
な
す
か
ら
精
し
く
震
源
の
深
3
は
求
め
ら
れ
な
い
。

此
同
の
地
震
の
震
源
も
、
震
央
の
極
く
近
く
の
観
測
値
な
さ
を
以
て
、
後
記
の
方
法
に
て
求
め
し
深
3
京
精
密
常
一
候
〈

う
ら
以
あ
る
こ
と
‘
会
く
止
む
を
不
得
れ
ど
も
、
其
誤
差
と
し
て
は
十
粁
以
内
で
あ
る
。

先
ず
前
章
第
一
表
の
各
測
候
所
の
観
測
値
か
ら
作
。
し
走
時
曲
線
か
ら
震
源
の
深
3
を
考
へ
る
こ
と
を
な
し
た
。

と
の
曲
線
に
よ
h
ノ
℃
先
づ
本
地
震
の
縦
波
の
速
度
机
の
値
及
び
横
波
の
速
度
V
H
と
を
求
め
た
。

現
今
の
観
測
に
℃
は
各
波
の
速
度
と
し
て
、
確
ら
し
主
精
し

3
は
十
分
ノ
一
粁
毎
秒
で
、
ぞ
れ
よ

6
精
し
き
値
は
種
々

の
誤
差
が
加
は
る
で
あ
ら
う

0

3
て
本
震
々
波
透
度
と
し
℃

J
J
H
吋・

2
1
1
1
1吋
・
∞
凶
事
~
増

制

SωH
「
八

J
J
H
吋
・
吋
金
事

叉
横
波
の
一
速
度
は
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第二回記象潟じ(PP'z P'3及び 88'2" ..を示す)
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一
七
六
&

J
J
H
∞
-
C
H
I
l
l∞・

8

M
市

SMH
「
八

〈
H
H
H

∞
・
同
事
~
培

ー

と
の
町
刊
は
縦
波
横
波
が
、
後
に
計
算
し
た
る
深
3
七
十
粁
の
地
殻
を
遜
る
卒
均
の
速
度
で
あ
る
。

叉
引
と
丸
と
の
比
例
は

二~I ごゴ

Hω
・品、吋

で
あ
る
、
今
迄
に
欧
州
大
陸
の
値
と
し
て
は

ポ|タ

H
H・吋。

で
あ
る
か
ら
、
今
同
と
ζ

れ
と
を
比
較
す
れ
ば
稲
異
る
。

と
れ
或
は
九
州
地
方
の
地
殻
が
其
物
理
的
性
質
を
欧
州
大
陸
と

は
相
異
す
る
と
と
に
依
る
べ
き
か
。

今
以
上
に
よ
ム
り
て
速
度
を
知
A

りし

p-
以
℃
.
是
れ
を
用
び
℃
、
深
3
を
出
し
℃
見
る
。
そ
れ
は
、
多
く
の
皐
者
、
技
術

者
に
よ
ム
リ
℃
、
常
に
な

3
れ
た
援
に
、
ム
、

P
S
グ
ラ
フ
(
附
圏
第
三
)
の
曲
線
が
縦
軸
と
切
h
Aロ
ム
貼
を
求
む
れ
ば
よ
い
。

f!P 
ち

h
u
c
 
に
於
け
る
初
期
微
動
総
績
時
間
を

ωと
す
れ
ば
、
曲
線
ょ
。

向。

H
H
ω
2
2
・0



そ
れ
故
に

11 

b 

-<I~ 
ぐl''" 1-< 

の
関
係
が
あ
る
。
、
と
れ
に
前
記
の
値
を
入
れ
て
計
算
乞
い
な
す
と

3
は
、
本
地
震
初
夜
勤
の
深
3
仰
は

F
H
h
v
h刊の∞当日・

と
な
る
。

此
の
方
法
に
て
困
難
の
知
は
寸
H
O
K
於
け
る
結
を
求
な
る
と
と
に
誤
差
の
伶
い
日
勿
さ
一
事
で
あ
る
、
然
し
曲
線
の
性
質

か
ら
、
此
誤
差
を
非
常
に
大
・
9
く
例
へ
ば
一
秒
と
し
て
み
て
も
、
結
果
に
於

J

し
は
凶
ト
七
粁
で
あ
る
か
ら
、
前
述
し
た
様

・
に
十
粁
以
内
の
差
に
於
て
は
充
分
算
出
が
出
来
る
。

克
に
他
の
方
法
、
走
時
又
は
A
、

p
s
グ
一
プ
ア
を
伎
は
ず
に
震
源
の
深

3
を
出
し
、
前
記
の
値
を
検
査
し
て
み
る
と
と

は
必
要
で
あ
る
。

今
そ
れ
は
震
央
の
な
る
可
く
附
近
の
観
測
値
乞
用
ひ
る
、

hv】
凶

け

1

J

湖
沼
田
譲

hv
一一日

湖
治
目
薬

h
y
h
v
¥
 
(
h
Y
H
)民

+
F
H

-

(

】

)

=
-
七
七
'



三
七
人

b 

~Iヨ I E>
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〈

11 
~ 

-・・
(

N

)

な
る
こ
つ
の
関
係
に
よ
ム
ツ
℃
、
数
ケ
所
の
観
測
値
の
夫
れ
/
¥
の
、
こ
の
値
を
と
る
こ
と
に
よ
ム
ツ
て
、
未
知
量
を
消
去
し

得
。
然
る
と
き
は
結
局

11 
司'圃圃副

¥¥、、

I I 

/ー「

b 

I? 
/ーヘ
b 

と
な
'n士
、
右
透
は
総
て
賓
際
の
観
測
に
よ
ιり
て
知
ιり
得
る
値
の
み
と
な
る
。

{
同
〔
¥

¥
p
p
け
か
浩
一
一
台
湖
沼
尚
三
沼
葉
山
口
」
r

r
h
v
z
h
r
H
H
 
、、

測
〉骨

減
妥吉
田
諜
、』ー--

此
式
の
性
質
本
吟
味
し
て
知
ら
る
L
様
に
、
可
成
。
の
誤
差
の
件
い
易
・
3
事
通
即
ち
右
透
の
数
値
の
各
々
の
差
が
僅
少

で
あ
る
か
ら
、
精
密
な
る
観
測
値
に
符
た
ね
ば
な
ら
ね
。

然
し
検
算
と
し
て
は
充
分
役
に
立
つ
。
是
れ
か
ら
出
し
た
値
に
つ

3
其
卒
均
を
と
る
と
主
は

F
H吋
0
・
。
特
『

に
し
て
、
前
記
の
深
遣
に
近
い
、
そ
れ
故
本
地
震
初
夜
勤
の
深
3
は、

天
草
島
の
直
下
約
七
十
粁



に
あ
る
こ
と
L
し
て
大
過
・
な
か
ら
む
。

日
本
民
於
け
る
不
運
績
面
所
説
モ
ホ
ロ
グ
チ
ヅ
ク
屠
が
約
四
十
粁
(
鷺
坂
、
岡
山
口
同
雨
氏
に
よ
る

v
k
多
く
存
在
し
、
叉

此
地
方
に
て
は
、
熊
本
附
還
に
て
の
不
漣
績
面
三
十
六
粁
(
隼
田
氏
に
よ
る
)
と
す
れ
ば
、
今
岡
の
地
震
は
そ
れ
よ
ι
り
以

下
更
に
三
、
四
十
粁
の
深
3
に
其
の
初
夜
姑
が
存
在
す
る
こ
と
¥
な
る
。
、

叉
日
本
通
常
の
地
震
に
あ
A
り
て
は
、
共
の
初
後
原
深
3
三
、
四
十
粁
の
も
の
多
し
。
ぞ
れ
故
今
同
の
地
震
は
其
初
後
原

が
稲
や
深
さ
に
存
在
し
て
ゐ
る
。

本
地
震
の
脱
税
震
時
刻
を
以
上
よ
ι
り
計
算
す
る
と
き
は
'

初
震
源
に
於
℃

六
月
三
日
十
七
時
三
十
一
分
十
九
秒

曹
と
十

μmhノ

随
っ
て
震
央
に
於
け
る
接
震
時
刻
は
=

十
七
時
三
十
一
日
分
二
十
八
秒

而
し
て
、
本
地
震
の
初
動
方
向
は
第
一
固
に
て
知
る
殺
に
、
震
央
広
向
ふ
こ
と
か
ら
、
其
初
援
に
於
て
は
先
づ
地
球
中

と
な
る
。

心
の
向

3
K
丁
皮
陥
溶
の
扶
態
と
し
て
始
ま
'
り
し
を
想
は
し
む
る
。
し
か
し
此
の
初
殺
の
運
動
状
態
が
、
本
地
震
運
動
朕

態
の
会
部
の
状
態
と
等
し
き
ゃ
否
や
は
、
更
に
吟
味
す
る
を
要
す
る
で
あ
ら
う
。

問
、
初
動
波
の
週
期

震
源
よ
'
り
地
表
に
到
着
す
る
地
震
波
の
第
一
動
を
伎
ひ
℃
、
共
の
震
源
運
動
の
波
態
を
知
る
事
は
、
士
山
田
、
台
ノ
オ
U
Y

カ

三
七
九



ー
氏
の
方
別
で
あ
る
。

一--AOe

f

而
し
て
、
勿
論
、
'
其
震
源
の
運
動
と
は
、
共
地
震
会
勢
力
が
作
用
を
な
せ
る
運
動
技
能
ω

で
な
く
、
初
動
波
を
生
ぜ
し
北
九

地
震
の
始
ま
'
り
、
即
ち
初
震
原
の
且
つ
初
殺
の
運
動
股
態
で
あ
る
。

v

そ
れ
故
、
共
地
震
会
勢
力
が
初
夜
之
等
し
き
運
動
を
な
す
場
合
の
外
、
初
動
紋
態
乞
以
℃
、
其
地
震
会
館
の
運
動
放
態

と
は
な
し
難
き
と
と
勿
論
で
あ
ら
う
。

各測役所第一初動波四分一週期ュ

，釜下踊長鹿 t~ 紳高官波大 j}~ ま血
ノ 見泉

‘ 名
山閥岡崎島岳戸知崎田ヲ分本

司均王 可，
週四

a 

期ノ)?分ーノ
一 .圃圃圃圃・ ー- ~・ ー- -ー-・ -・ ~唱圃圃・ 一・・-・ 一~ ・ーe・- 一・・・・4‘寸 -

- ・・・・・・・・・
入 七六五三四九七 O 一八八一三
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3
て
本
地
震
に
つ
主
て
、
初
動
波
遡
期
を
調
査
し
て
み
る
。

地
震
波
動
は
錯
雑
な
る
波
動
な
る
が
、
今
震
波
の
或
る
微
部
分
を
と

れ
ーは.

正
弦
波
動
の
一
部
と
み
る
。
然
し
賓
際
の
記
象
議
み
取
・
'
り
に
嘗

'
り
て
は
、
初
動
波
の
次
に
直
に
績

3
て
、
次
々

K
到
着
す
る
位
相
異
る

波
動
あ
る
故
.
此
等
の
互
の
干
渉
は
、
初
動
波
一
遡
期
の
、
短
き
問
に

於
℃
も
、
命
共
の
影
響
を
免
れ
ず
、
魚
に
確
賞
に
初
動
波
を
記
録
せ
し

め
な
い
。

そ
れ
故
賓
際
の
初
動
波
遡
期
は
)
そ
れ
の
四
分

J
一
週
期
を
議
み
)
'

之
れ
よ
ι
り
算
出
す
れ
ば
、
和
良
(
に
近
い
も
の
と
な
る
で
あ
ら
う
。

今
岡
の
地
震
に
於
て
、
各
記
象
よ
λ

り
読
み
取
。
た
る
初
動
波
四
分
ノ



一
週
期
』
乞
上
に
掲
ぐ
、
之
等
は
明
か
な
る
現
れ
の
も
の
で
あ
る
ο

H

疋
れ
に
依
れ
ば
、
此
同
の
地
震
波
第
一
動
の
遡
期
は
緩
没
な
波
動
で
あ
る
。

而
し
℃
震
央
距
離
の
大
小
に
依
'
り
て
は
殆
ん
ど
無
関
係
に
客
一
様
で
あ
る
。
之
れ
を
一
週
期
間
正
弦
波
と
し
て
改
算
ず

れ
ば

]{・∞×

h
F
H
吋
・
凶
器

J
可

F
-

司

A
h

コ，

r

一，

と
な
ち
て
可
成
。
緩

3
遡
期
波
で
あ
る
。

ヨ
て
初
動
波
遡
期
に
つ

3
次
の
二
つ
の
性
『
質
を
考
へ
て
み
る
。

初
動
波
遡
期
は
、
ぞ
れ
の
殺
震
結
の
地
殻
が
持
つ
物
理
的
性
質
に
よ
る
も
の
に
じ
て
、
地
震
F-起
す
べ

3
に
夫

れ
/
¥
異
な
る
力
を
奥
ふ
る
も
、
地
分
子
は
或
ろ
定
常
の
遡
期
の
初
動
を
生
ず
る
と
の
考
へ
。

二
初
動
波
沼
期
は
、
直
に
地
震
初
成
時
運
動
の
遡
期
其
も
の
で
あ
る
と
の
考
へ
。

と
の
問
題
に
就
主
て
.
倫
解
決
を
制
作
る
に
至
ら
な
い
が
、
恐
く
は
之
等
一
、
二
の
二
つ
の
成
・
分
を
合
U
も
の
ど
考
へ
ら
る

〆
I

、、，，‘、

、
、
。
(
勿
論
震
源
の
極
く
近
く
に
於
て
は
波
動
で
は
な
い
で
あ
ら
う
)
叉
地
殻
表
皮
が
、
外
力
に
よ
の
で
-
な
さ
る
L
脈
動
の

理
期
は

1

四
秒
乃
至
一
分
の
定
常
的
遡
期
乞
も
つ
。

然
し
℃
地
震
波
に
.
J

し
は
震
央
に
}
返
さ
慮
に
於
て
は
、
地
震
運
動
に
よ
A
り
て
な

3
る
冶
二
の
成
分
の
方
一
に
打
ち
勝
つ
べ

し
と
考
へ
ら
る
、
ょ
に
よ
ι
り
て
‘
震
央
附
近
の
初
動
は
大
韓
地
震
運
動
が
な
し
た
一
る
遡
期
な
O
T
ζ

見
倣
し
狩
る
で
あ
ら
う
。

三
入
一



}
辺
地
地
震
記
象
に
は
.
初
動
直
後
念
激
な
る
傾
遡
期
波
を
記
録
す
れ
ど
も
も
前
に
云
へ
る
如
く
)
初
球
官
後
刻
々
に
来
る

ゴ
一
八
ニ

震
波
の
影
響
を
考
P
F
e
へ
主
で
あ
る
。

今
近
来
の
若
一
名
二
三
地
震
に
就
・
3
其
大
な
る
初
動
を
掲
出
す
れ
ば
次
の
遜
ιり
で
あ
る
、
(
初
動
四
ノ
一
週
期
に
て
)

(
勿
論
急
激
な
ろ
地
震
減
動
め
る
こ
と
も
可
能
な
れ
ど
も
‘
拾

に
は
大
地
震
の
一
一
、
三
の
例
与
取
れ
り
‘
例
へ
ば
‘
濃
尾
大
地
震
の
根
尾
大
断
層
が
徐
動
に
よ
り
て
生
じ
‘
活
に
断
層
上
の
民
屋
に
は
被
害
な
か
り
し
‘
叉
関
東

地
震
に
て
も
.
其
れ
が
地
表
に
な
し
れ
る
地
盤
は
徐
動
と
認
め
符
ら
る
L
も
の
め
り
)

北
丹
後
一
地
震

闘

東

大

地

震

丹空
津王
山年
!柑一
泡月
地主
震日

東 4公沼 彦大八盟演銚沼

京本 洋 | 松 子 津 | 根 阪 木岡

八八七|七七八|四二七九

飯甲 |長 束 | 踊京 津

豆
、
地
震
ヱ
ネ
ル
ギ

I
設
散
の
機
巧
に
就
て

悶府 | 野京| 井君!)

円
辺
等
は
強
大
な
る
地
震
で
あ
る
が
‘
共
初
動
四

分
ノ
一
週
期
は
一
秒
七
、
と
な
る
、
隠
っ
て
共
一
週

一
・
七

一・一一

均

一
・
七
秒

期
の
平
均
は
七
秒
程
と
な
る
。

一
・
七

一
・
入

i:!j 

了
七
秒

H
M
等
が
前
記
の
考
の
裁
に
地
分
子
が
な
す
定
常

的
遡
期
に
非
ず
と
せ
ば
、
大
地
震
に
於
け
る
初
夜

の
運
動
が
割
合
に
徐
動
乞
な
す
と
の
結
論
に
遣
す

一・一心・七

均

一
・
入
秒

る。

第
一
章
に
て
肯
定
せ
し
様
に
、
初
震
央
と
費
際
の
強
主
震
域
と
が
、
震
央
距
離
に
必
し
も
比
例
を
せ
ゴ
る
と
と
と
.
戎

比
震
域
の
型
肢
が
著
し
く
歪
形
を
な
す
一
場
会
あ
る
事
そ
記
し
た
ω
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三
八
四

今
同
の
地
震
に
て
は
、
そ
れ
の
著
し

3
現
象
乞
な
し
た
。
今
各
測
候
所
よ
'
り
の
報
告
に
よ
λ

り
て
其
震
度
を
掲
ぐ
る
。

官邑

本

牒
.--ーーーーー..J、一ーー，ーーー‘、

強弱微

長
崎
腕
一
一

一
脳
同
腕
微

宮

崎

腕

mm

鹿 F

児
島
，畷

戸ーーー一ー人一ーーーー、、
強弱倣

@'? 

JJ3乏
~. 

E乏 εp  
万三三

熊
本
市
、
京
町
‘
藍
回
、
人
吉

砥
用
、
松
橋
、
八
代
、
本
渡

震震

佐
敷
、
本
渡
田
本

@'? 

E乏

長
崎
、
平
戸

震

鼻
、
諌
早
、
富
江
、
温
泉
岳

一
蹴
岡
、
四
ツ
山
、
三
池

沖
水
、
高
原

震震

釣
掛
崎
、
原
田
、
枕
崎
、
限
之
披
、
脇
本
、
木
田
、
五
拾
町

震

鹿
児
島
、
加
世
田
.
下
谷
口
、
武
本
、
渡

日
疋
等
震
度
を
地
国
上
に
記
入
し
て
震
度
分
布
を
現
す
と
即
ち
第
一
闘
で
あ
る
。
翻
内
観
測
所
に
於
け
る
観
測
は
多
少
の
誤

0
・
な
主
に
し
も
非
主
れ
ど
も
、
微
震
を
強
震
ま
で
に
誤
測
す
る
と
と
は
な
く

z

且
つ
附
固
第
一
に
現
し
て
み
る
に
左
程
突

飛
の
も
の
な
主
こ
と
よ

'o大
館
正
し

3
も
の
と
倣
ら
れ
る
。

此
の
震
度
分
布
よ
A

り
み
る
と
主
は
、
前
き
に
云
へ
る
様
に
、
強

-3
震
度
の
地
方
は
初
震
央
な
る
天
草
島
附
涯
に
非
ず
し



て
、
寧
ろ
鹿
児
島
市
乃
至
楼
島
火
山
を
含
む
薩
摩
企
・
・
島
の
中
部
の
地
方
に
存
在
す
る
こ
と
を
み
る
で
あ
ら
う
。
叉
測
候
所

の
器
械
的
観
測
に
よ

0
て
も
、
初
震
央
に
近
ぬ
け
熊
本
よ

0
も
、
却
っ
て
泣
き
鹿
児
島
測
候
所
の
記
象
迩
か
に
優
勢
で
あ
る
-

新
る
震
域
の
異
常
型
を
な
す
事
に
就
い
て
、
古
く
大
森
博
士
は
、
明
治
三
十
一
年
福
岡
腕
糸
島
郡
地
震
の
時
其
震
域
が

矢
張
h
今
同
の
裁
に
歪
形
を
な
せ
し
理
由
を
仮
設
せ
ら
れ
て
.
地
表
と
あ
る
傾
殺
を
も
っ
、
ラ
イ
ン
、

y

I
ス
の
震
源
を

考
へ
ら
れ
。
例
へ
ば
蒸
気
瓦
斯
等
が
、
共
震
源
を
な
す
べ
主
地
殻
中
の
或
る
線
位
以
問
一
障
に
作
用
す
る
と
主
は
、
震
源
と
岡

方
向
線
上
に
け
強
・
3
地
震
勢
力
を
停
ム
ベ

3
も
、
之
れ
と
は
直
角
の
方
向
に
℃
は
、
勢
力
を
停
達
す
る
こ
と
弱
主
乞
以
℃

地
表
の
震
域
は
闘
形
と
は
な
ら
ず
、

zh
形
を
な
す
べ
き
で
あ
る
を
例
言
せ
ら
れ
た
。
叉
最
近
寺
田
博
士
は
地
理
皐
評
論
に

て
ブ
ロ
ッ
ク
の
採
に
於
け
る
関
係
よ
'
り
震
波
異
獄
停
波
を
論
ぜ
ら
れ
た

ψ

最
近
に
和
達
技
師
は
深
層
地
震
の
研
究
よ
L

り
、
そ
の
深
43
震
源
が
異
常
の
震
域
を
な
す
理
由
の
一
っ
と
せ
ら
れ
た
は
卓

見
で
あ
る
が
。
然
し
充
分
な
る
理
由
、
保
件
で
は
な
い
で
あ
ら
う
。

筆
者
が
嘗
℃
日
へ
る
異
常
震
域
は
特
種
の
地
震
に
就
い
て
の
み
関
東
地
方
が
跳
躍
的
に
特
別
夜
る
強
震
域
と
な
る
の
で

あ
る
か
ム
嘗
℃
筆
者
が
仮
想
脅
し
殺
に
(
集
誌
第
四
ノ
六
時
抗
)
一
複
雑
な
る
理
由
の
廷
に
相
加
10
て
存
す
る
で
あ
ら
う
片
例

へ
ば
今
同
の
地
震
に
於
て
議
論
し
得
る
、
複
合
地
震
叉
は
複
雑
地
震
の
場
合
と
同
じ
機
巧
に
、
関
東
地
方
と
深
層
地
震
を

接
す
る
地
下
ど
が
、
特
別
な
る
地
殻
上
の
連
絡
.
カ
一
ブ
ク
リ
ノ
の
存
在
乞
持
す
る
を
以
℃
.
深
層
地
震
を
殺
し
た
る
時
は
、

毎
に
関
東
方
面
に
於
で
も
直
に
あ
る
作
用
を
楼
起
す
る
の
股
態
に
、
共
構
造
が
な

3
れ
て
居
る
を
想
は
し
め
?
叉
初
動
の

一
入
五



入
/、

遡
期
即
ち
地
震
初
殺
の
迩
動
が
割
合

K
前
記
の
裁
に
徐
動
で
あ
る
な
'h
ば
‘
地
震
後
生
の
本
原
特
に
深
層
地
震

Kρ
き
夏

に
思
考
し
た
い
と
思
ふ
。

此
等
の
事
賓
に
就

3
℃
は
後
日
更
に
後
表
す
る
考
で
あ
る
。

只
深
海
地
震
の
如
く
.
極
め
て
地
表
に
}
返
さ
地
震
に
て
は
、
共
震
波
緩
慢
な
る
に
よ

0
、
観
測
者
の
注
意
力
又
は
戚
受

度
の
差
に
よ
A

り
℃
.
人
身
戚
畳
あ
る
庭
所
と
否
と
の
所
を
生
じ
、
所
謂
第
二
穫
の
異
常
震
域
と
な
る
、
然
し
是
は
寧
ろ
心

理
率
上
よ
'
り
の
分
類
で
あ
る
か
ら
、
随
っ
て
五
口
々
が
弦
に
云
ム
地
震
の
分
類
と
は
別
の
議
論
の
も
の
で
あ
る
。

3
て
本
地
震
の
議
論
に
蹄
'
り
て
、
今
第
二
固
に
掲
出
せ
る
各
地
の
地
震
計
記
象
に
就
い
て
、
何
人
も
直
に
注
意
す
る
様

に
、
北
日
一
連
の
初
期
微
動
波
中
に
於
て
、
蓬
か
に
其
振
幅
遡
期
の
相
異
せ
る
波
動
の
、
混
入
し
て
存
在
す
る
こ
と
に
気
付
く

で
あ
ら
う
。

而
し
て
H
一
応
等
の
特
使
異
相
は
、
九
州
以
外
の
遠
方
の
観
測
、
例
へ
ば
四
園
、
山
陽
地
方
に
於
て
も
.
明
か
に
験
出
す
る
こ
'

'
ど
が
出
来
る
。

鹿
児
島
測
候
所
微
動
計
は
震
幅
著
大
の
た
め
描
針
逸
出
せ
し
を
以
て
、
強
震
計
記
象
を
掲
ぐ
る
。
強
震
計
白
己
遡
期
は

四
秒
な
る
に
よ

0
.
以
上
の
様
な
縫
異
相
の
、
緩

3
波
動
に
℃
は
こ
の
地
震
計
固
有
の
遡
期
の
矯
め
、
容
貝
際
波
動
と
は
金

く
似
も
つ
か
ゴ
る
記
象
と
な
る
が
、
命
共
の
初
期
波
動
は
会
館
と
し
て
)
西
南
西
の
方
向
に
見
掛
上
の
傾
斜
乞
な
し
て
ゐ

4
Q
d
 



兎
も
角
も
、
前
述
の
務
異
波
動
の
賓
存
は
決
し
て
疑
ム
徐
地
が
な
い
。
然
ら
ば
斯
の
特
使
異
波
動
は
何
に
よ
'
り
て
生
じ
た

る
哉
、
其
理
由
を
確
む
可
主
で
あ
る
。

そ
の
手
段
と
し
て
、
今
是
等
線
一
位
波
動
の
殺
現
時
を
縦
軸
に
と
λ

り
、
震
央
距
離
を
積
軸
に
と
ιり
て
.
グ
ラ
ア
第
三
国
を

作
'
り
て
み
る
。

然
し
て
之
れ
を
‘
初
期
微
動
機
績
時
間
及
び
初
動
四
分
ノ
一
週
期
と
を
針
照
し
℃
み
る
。

此
の
第
三
国
に
よ
れ
ば
、
是
等
の
級
一
異
波
の
殺
現
時
は
横
軸
に
平
行
で
あ
る
。

此
の
一
事
費
は
始
震
原
、
又
は
其
近
傍
の
地
に
℃
.
兎
に
之
等
の
竣
真
相
波
を
後
散
す
べ

3
波
原
あ
る
こ
と
を
考
へ
ら
る
。

故
に
是
等
の
移
一
位
相
乞
町
N
N
H

・
・
・
・
・
・
等
と
す
れ
ば
、
も
し

n
同
の
漸
進
的
地
震
運
動
を
後
生
せ
ば
、
巳
迄
現
る
L
乙

と
L
な
る
。

G 

而
し
℃
、
若
し
斯
く
漸
注
的
に
震
波
を
出
す
地
震
の
機
巧
あ
ら
ば
、
之
れ
に
封
象
す
べ
き

W
-
U
M
-
-
-
-
-
即
答
リ
な
か
る

べ
か
ら
ゴ
る
事
と
な
る
。

然
る
に
S
波
は
共
遡
期
井
に
振
幅
大
疋
る
こ
と
と
P
波
の
混
入
と
に
よ
ι
り
て
、

P
波
の
場
合
の
如
く
に
は
!
明
瞭
と
な

ら
ゴ
れ
ど
も
、
第
二
国
の
記
象
乞
見
る
と

3
は
、
亦
明
か
に
、
主
要
動
に
於
て
も
数
段
に
区
別
し
待
ら
名
、
の
で
あ
る
。

此
の

U
.
U
M
-
-
-
-
-
-
U
等
に
就
・
3
て
は
、
隼
田
氏
に
よ
今
、
本
年
五
月
二
十
二
日
の
日
向
灘
地
震
の
研
究
に
て
、
共
の

存
在
を
確
定
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。

八
-ヒ
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一
一
-
八
人

設
に
於
て
、
以
上
の
理
由
を
蹄
納
し

℃
、
此
問
の
地
震
は
初
震
原
に
於
て
最

初
の
初
動
酌
を
出
す
運
動
を
な
し
、
引

き
績
き
て

1

其
初
震
原
或
は
其
附
涯
の

地
が
漸
次
に
震
原
と
な
り
、
計
町
駅
等

を
都
民
せ
る
も
の
で
あ
る
。

新
る
地
震
運
動
の
機
巧
は
、
例
へ
ば

国
間
の
「
ヒ
ピ
割
れ
」
叉
は
破
壊
の
場

舎
に
見
ら
る
L
如
く
.
始
め
の
一
ヒ
ピ
に

蓮
綾
し
て
、
夏
に
大

3
攻
破
れ
の
生
ず

る
と
と
ぺ
恰
も
精
子
板
の
割
れ
て
行
く

現
象
に
溺
ら
る
ぺ

3
で
、
叉
、
割
れ
の

，。症

U
遮
3
は
、
震
波
速
度
に
比
し
若
小

で
あ
る
。

叉
、
大
地
震
の
後
に
績
殺
す
る
所
謂



徐
震
は
、

一
般
に
付
小
規
模
な
れ
ど
も
、
之
れ
は
必
し
も
絶
針
的
の
定
則
で
は
な
い
。
例
へ
ば
大
正
九
年
十
二
月
信
濃
大

町
地
震
の
際
は
、
初
の
地
震
の
後
績
主
て
次
の
よ
・
9
大
な
る
地
震
あ
台
、
叉
廃
史
上
有
名
な
る
安
政
年
間
の
南
海
東
海
道

大
地
震
は
時
間
を
置
℃
数
度
に
漸
進
的
に
殺
せ
し
は
明
で
あ
る
0
.

然
し
て
何
れ
の
地
震
が
立
〈
勢
力
最
も
大
で
あ
ι
り
し
か
は

不
明
で
あ

b
-
共
震
源
も
亦
詳
な
ら
ぎ
る
も
恐
く
は
、
筆
者
が
後
記
す
る
複
合
地
震
又
は
複
雑
地
震
で
あ
ら
う
。

F

火
山
爆
殺
の
知
-ad

際
の
地
震
に
於
℃
も
号
、
先
づ
大
爆
殺
の
一
地
震
を
生
じ
℃
、
日
疋
れ
に
績
会
て
地
震
乞
漸
…
次
に
生
ず
る
。

大
正
十
一
年
の
擦
島
爆
後
も
然
台
、
叉
尤
も
逗
主
本
年
九
月
十
八
日
の
浅
間
小
爆
授
の
際
の
地
震
記
象
に
は
、
日
疋
の
漸
次

的
地
震
が
明
に
記
録
ヨ
れ
て
ゐ
る
'
(
之
れ
に
就

3
て
は
次
競
に
掲
記
し
た
い
と
息
子
戸
)
。

地
震
の
本
原
を
な
す
も
の
が
何
れ
に
せ
よ
、
兎
も
角
も
.
賓
際
の
大
地
震
の
例
に
於
て
は
、
例
へ
ば
関
東
大
地
震
に
て
、

却
に
熊
谷
測
候
所
長
平
野
技
師
が
始
め
て
稀
へ
ら
れ
た
、
(
集
誌
第
一
一
、
第
二
審
凶
銃
)
庚
き
震
域
を
有
し
L
は
事
賞
で
あ

る
。
叉
最
近
地
震
研
究
所
坪
井
忠
次
氏
は
震
後
に
施
行
せ
し
地
形
測
量
の
結
果
の
吟
味
に
よ
ム
り
て
、
地
殻
が
あ
る
片
々
的

構
造
な
る
を
論
ぜ
ら
れ
て
ゐ
る
(
震
実
報
第
七
銃
一
冊
)

以
上
に
よ
'
り
℃
、
今
同
の
地
震
に
て
、
前
記
の
特
使
異
相
を
な
す
は
、
初
援
に
引
主
緩
・
3
τ
次
々
の
漸
進
的
蓮
績
し
た
る

運
動
乞
な
せ
し
結
果
・
f
一
想
は
る
1

・S
1

s

.

，

一

，

a

'

J

或
は
、
そ
れ
等
の
愛
異
相
は
震
波
が
地
層
途
中
に
て
反
射
等
の
魚
に
生
ぜ
し
も
の
と
す
る
あ
ら
ば
、
そ
れ
等
の
考
に
は

左
の
不
合
理
が
あ
る
、

三
八
九



一九

O

(1) 

本
地
震
は
七
十
粁
の
深
誌
に
在
ム
り
て

不
逗
績
面
の
下
方
三
十
粁
に
あ
れ
ば
、
此
の
面
に
℃
の
反
射
は
考
へ
ら

れ
な
い
ゆ

(2) 

地
表
又
は
不
逮
績
面
の
他
に
於
て
、
何
等
か
の
影
響
に
よ
ち
て
の
反
射
、
屈
折
波
な
A

り
と
す
れ
ば
.
何
故
に
同

一
一
地
方
に
於
て
、
特
使
異
相
L
L
現
す
地
震
と
、
然
ら
ゴ
る
普
通
の
記
象
を
な
す
地
震
あ
ι
り
哉

故
に
本
地
震
の
ヱ
ネ

Y
ギ
I

殺
散
の
機
巧
は
、
天
草
島
直
下
七
十
粁
附
還
に
そ
の
「
初
。
の
結
」
あ

0
、
次
で
此
の
初
震

原
又
は
此
の
近
接
(
垂
直
に
も
)
地
方
に
も
漸
活
的
震
源
を
生
じ
て
、
斯
く
て
漸
次
に
‘
立
〈
金
ヱ
ネ

Y
ギ
ー
を
後
散
せ
し

も
の
と
思
考
す
る
。

そ
れ
故
に
初
夜
姑
の
迩
動
機
巧
が
全
地
震
全
般
の
迩
動
機
巧
と
必
し
も
等
し
か
ら
ぎ
る
場
合
を
生
ず
る
で
あ
ら
う
。

本
邦
に
於
て
は
、
本
地
震
の
如
く
漸
準
的
な
る
迩
動
の
様
式
を
な
す
地
震
決
し
て
ま
れ
な
ら
ゴ
る
に
よ
ム
ツ
、
筆
者
は
斯

の
如

3
地
震
を
ば
複
雑
地
震
叉
は
複
合
地
震
と
と
般
稀
し
ゃ
う
と
忠
ふ
。

六
、
地
震
ヱ
ネ
ル
ギ

I
設
散
の
様
式
に
よ
る
こ
種
類
の
地
震

日
本
侭
℃
ロ
此
同
の
如
く
逐
次
的
に
主
ハ
ヱ
ネ
戸
ギ
ー
を
後
散
す
る
も
の
と
、
其
初
震
貼
に
於
て
瞬
間
的
に
会
ヱ
ネ
Y

ギ

ー
を
後
散
ず
る
も
の
と
あ
る
を
以
℃
、
弦
に
筆
者
は
地
震
を
斯
の
見
地
よ
'
り
し
℃
次
の
二
種
類
に
区
別
す
る
。

第
-
一
極

草
純
地
震

初
震
原
に
於
て
、
初
動
と
等
し
き
運
動
に
依
り
て
、
瞬
間
的
に
其
全
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
援
散
す
る

も
の
、

~ 



第
一
種
は
特
に
小
地
震
又
は
小
区
域
破
壊
的
地
震
に
多
く
。
其
の
地
震
計
の
記
象
付
初
期
微
動
と
主
要
動
と
が
割
合
に
確

然
た
る
不
蓮
績
を
な
し
て
ゐ
る
。
叉
小
破
壊
的
地
震
に
蛍
'
り
て
生
ず
る
地
表
の
小
断
層
は
瞬
間
的

K
梼
ら
る
L

で
あ
ら
う

其
れ
故
に
此
の
様
な
断
層
上
に
て
は
被
害
大
で
あ
ら
う
。

第
二
種

複
雑
地
震
叉
は
複
合
地
震

此
同
と
等
し
く
初
震
源
叉
は
之
れ
に
逗
績
或
は
近
接
地
方
に
於
て
.
更
に
震
源

を
な
し
、
時
間
と
共
に
次
々
に
漸
次
其
全
エ
キ
ネ
ル
ギ
ー
を
竣
散
す
る
も
の
、

第
二
種
は
地
震
の
大
部
分
の
も
の
之
れ
に
屈
し
、
特
に
大
地
震
の
場
合
に
は
多
し
。
立
〈
地
震
計
記
象
は
初
期
微
動
と
主

要
動
ー
と
の
区
別
、
概
し
て
確
然
で
な
き
も
の
が
多
い
、
且
っ
そ
れ
の
初
期
微
動
波
中
に
は
、
漸
次
に
新
し
く
な
ぷ
る
る
、

次
々
の
運
動
か
ら
殺
す
る
縦
波
に
よ
み
て
、
務
異
相

(
W
U
W
H
:

・
・
・
・
町
)
を
混
へ
る
、
隠
っ
て
其
主
要
動
に
於
℃
も
、
亦

U
・U
:
-
-
-
-
M等
数
段
に
区
別
ぷ
る
¥
波
動
を
記
録
す
、
へ
主
で
あ
る
。

今
H

疋
等
の
二
種
類
の
地
震
記
象
乞
般
に
園
式
に
で
現
す
と
せ
ば
右
同
第
四
の
様
式
と
な
る
。
震
源
よ
ム
り
少
じ
く
遠
方
の

観
測
に
て
は
、
複
雑
地
震
の
記
象
も
漸
次
に
草
純
地
震
記
象
と
相
似
と
な
る
は
、
震
波
通
路
に
よ
る
影
響
を
被
る
も
の
で

あ
る
が
、
も
し
震
源
の
運
動
が
逐
次
的
な
る
乞
知
る
を
得
ば
.
和
や
遠
地
記
象
に
よ
ム
ツ
て
も
、
町
別
h
a
-
-
-
"

・
・
及
び

U
・U
・・

-
・
等
を
摘
指
得
る
の
で
あ
る
。

(
例
へ
ば
本
年
九
月
十
八
日
午
前
一
時

O
八
介
頃
の
浅
間
山
爆
殺
地
震
記
象
に
見
る
如
く
震
源
逗
く
に
℃
は
三
同
の
引

3
緩
く
地
震
あ
ム
り
し
事
其
記
象
に
確
然
と
録
す
る
も
、
少
し
く
遠
方
例
へ
ば
東
京
記
象
に
て
は
‘
其
様
な
三
同
の
地
震
は

三
九
一



三
九
二

漸
次
不
明
と
な
λ

リ
車
純
の
記
象
と
近
似
の
型
式
と
な
る
、
然
れ
ど
も
注
意
す
る
時
は
倫
明
か
に
三
同
の
引
綾

3
し
記
象
乞

指
示
し
得
る
、
(
之
れ
の
詳
細
は
次
務
第
四
巻
第
一
波
参
照
)

-
以
上
を
要
す
る
.
に
、
志
田
ク
オ

Y
カ

I
氏
の
法
則
な
る
、
初
動
方
向
の
分
布
に
依
ι
り
て
地
震
金
惜
の
運
動
の
機
巧
を
求

め相什
j

ゎ

0.

付
、
第
一
種
の
箪
純
地
震
の
場
合
で
あ
ら
う
。

:
多
く
の
地
震
が
属
す
る
、
第
二
種
の
複
雑
地
震
又
は
複
令
地
震
殊
に
大
地
震
の
場
合
に
於
て
は
、
初
動
方
向
の
分
布
に

依ムサ
J
L

求
め
得
べ

3
震
源
運
動
の
機
巧
は
、
ー
山
県
に
立
〈
れ
の
寸
ム
ダ
I
A
P

の
運
動
機
巧
で
あ
る
か
ら
、
ぞ
れ
乞
以
℃
全
地
震
の

運
動
様
式
と
し
て
論
ぜ
ら
れ
る
ー
で
あ
ら
う
。
、

.
例
へ
ば
関
東
大
地
震
、
濃
尾
大
地
震
、
陸
相
判
大
地
震
等
の
結
果
と
し
℃
の
、
地
表
へ
の
現
象
が
此
の
好
例
で
あ
る
。

叉
大
地
震
に
際
し
、
土
'
り
長

3
徐
動
の
存
在
す
る
や
も
知
る
可
ら
ま
れ
ど
も
、
(
例
へ
ば
傾
斜
運
動
の
如
き
)
斯
の
如
3

長
沼
期
波
動
又
は
動
揺
に
至
。
℃
は
、
現
今
五
日
々
の
地
震
計
観
測
の
配
囲
内
で
は
な
い
。

設
に
筆
者
は
、
地
震
ヱ
ネ
グ
ギ

I

後
散
の
様
式
に
は
前
記
の
二
種
類
の
存
在
乞
主
張
し
、
随
っ
て
多
く
の
地
震
運
動
は
、

初
動
の
外
克
に
幾
エ
ー
の
逐
次
的
に
生
ず
る
運
動
及
び
震
原
を
考
ム
可
き
で
あ
ら
う
こ
と
を
力
説
し
、
記
し
℃
数
を
希
ム
次

第
で
あ
る
oz

日

》

屯

‘

.

ι

f

¥

 


